
・特集「未来を育む子供たち」
・市のお財布チェック…決算審査
・市民の声を受けて

「看護師の仕事を体験」
９月１日、新庄小学校では、自分の将来を見通す
学習活動として、「進路を考える学習会」を行い、
医療の仕事を学び、体験しました。
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種　類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

【議会提出】

了承
了承
了承
同意
可決
可決
可決
可決
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
認定
可決
・認定
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決

第８号
第９号
第１０号
第３号
第６０号
第６１号
第６２号
第６３号
第６４号
第６５号
第６６号
第６７号
第６８号
第６９号
第７０号
第７１号

第７２号

第７３号
第７４号
第７５号
第７６号
第７７号
第７８号

第２号
第３号

一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について 
新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 
平成２８年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
財産の処分について 
新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
新庄市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 
市道路線の認定及び廃止について 
平成２８年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
平成２８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２８年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
 
平成２９年度新庄市一般会計補正予算（第３号）
平成２９年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 
平成２９年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 
平成２９年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 
平成２９年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 
平成２９年度新庄市水道事業会計補正予算（第１号） 
 
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 
平成３０年産以降の米政策の見直しを求める意見書の提出について 

報告

諮問

議案

議会案

９月定例会で審議された議案等

体
育
施
設
の
管
理
運
営
事
業
費

修
繕
料　
４
８
４
万
４
千
円

議
員
　
ど
の
よ
う
に
使
う
予

定
な
の
か
。

社
会
教
育
課
長　
主
に
大
き

な
と
こ
ろ
だ
と
、
陸
上
競
技

場
の
ス
タ
ン
ド
壁
の
塗
装
修

繕
に
1
1
0
万
円
ほ
ど
、
野

球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
搬
出
用

鉄
扉
の
修
繕
に
1
7
0
万
円

ほ
ど
使
う
予
定
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
、
福
田
緑
地
の
街
灯

配
線
の
漏
電
修
繕
や
武
道
館

の
灯
油
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
更

新
修
繕
等
を
予
定
し
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当
給
付
費
負
担
金

70
万
円

議
員
　
70
万
の
補
正
額
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
補

正
は
、
当
初
よ
り
受
給
者
の

数
が
増
え
た
か
ら
な
の
か
。

子
育
て
推
進
課
長　
平
成
28

年
12
月
に
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
額
の
基
準
が
変
更
さ
れ

チ
ョ
イ
ス
１

チ
ョ
イ
ス
２

た
の
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
支
給
を
受
け

る
方
の
受
け
取
る
額
が
増
え

た
。
基
準
の
変
更
が
平
成
28

年
12
月
だ
っ
た
た
め
、
当
初

予
算
編
成
に
間
に
合
わ
ず
、

こ
の
た
び
の
補
正
と
な
っ
た
。

改
定
の
内
容
と
し
て
、
第
２

子
加
算
と
第
３
子
加
算
に
つ

い
て
、
加
算
額
に
幅
が
生
じ

た
。
第
２
子
加
算
は
５
千
円

か
ら
１
万
円
、
第
３
子
加
算

は
３
千
円
か
ら
６
千
円
で
あ

る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
支
給

額
が
増
え
る
。
12
月
11
日
に

３
回
目
の
支
給
を
控
え
て
い

る
の
で
、
今
回
補
正
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

話
し
合
わ
れ
た
内
容

チョイス1~3
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文
化
財
保
護
管
理
事
業
費　

２
，
２
０
１
万
円

議
員
　新
庄
藩
主
戸
沢
家
墓

所
の
御
霊
屋
修
繕
と
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
文
化
財
修
繕

の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、
何

を
先
に
す
べ
き
な
の
か
と
い

う
、
選
ん
だ
順
番
、
ど
の
よ

う
な
今
後
の
見
通
し
な
ど
持

っ
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　
現
在
、
御

霊
屋
４
号
棟
の
工
事
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
後
国
の
追

加
内
示
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
て
今
回
、
補
正
予
算
の
提

示
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

矢
作
家
に
つ
い
て
も
、
文
化

庁
と
相
談
し
な
が
ら
、
順
次

や
っ
て
い
く
と
い
う
形
で
、

保
存
活
用
計
画
も
立
て
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
県

の
担
当
者
も
含
め
て
、
ど
れ

が
一
番
緊
急
を
要
す
る
の
か

を
含
め
て
検
討
し
、
こ
の
た

び
は
４
号
棟
、
６
号
棟
、
旧

矢
作
家
住
宅
と
い
う
順
番
付

け
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
緊
急
を
要
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
そ
れ
相
当
に
、
早

急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

チ
ョ
イ
ス
３

議案に対する議員の賛否

請願の審議結果
件　　　名 請　　願　　者 紹介議員 結　果

平成30年産以降の米政策の
見直しに関する件について

最上郡舟形町舟形273番地1
新庄もがみ農業協同組合
代表理事組合長　安食賢一

山科　正仁 採　択

平成30年産以降の米政策の
見直しに関する件について

新庄市沖の町5番55号
新庄市農業協同組合
経営管理委員会会長　山科朝則

小嶋　冨弥
森　　儀一 採　択

「地方財政の充実・強化を求
める請願」について

山形県新庄市大手町2番60号
連合山形新庄最上地域協議会
議長　矢口昌博

石川　正志 採　択

※以下の審議された議案は賛否が分かれたものです。その他の議案は、全員異議なく可決・認定されました。
○　→　賛成　　●　→　反対

平成２８年度新庄市一般会計歳入歳出決
算の認定について
平成２８年度新庄市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

星
川　
　
豊

下
山　
准
一

叶
内　
恵
子

佐
藤　
悦
子

新
田　
道
尋

清
水　
清
秋

今
田　
浩
徳

森　
　
儀
一

奥
山　
省
三

遠
藤　
敏
信

小
関　
　
淳

髙
橋
富
美
子

佐
藤　
卓
也

山
科　
正
仁

小
野　
周
一

小
嶋　
冨
弥

石
川　
正
志

佐
藤　
義
一 

議　案
第６４号
議　案
第７１号

議案等
番　号

採

決

結

果

会　　　派　　　名 起新の会 穆清会 絆の会 会派に属さない議員市民・公明クラブ

認定

認定

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○

○

○

※議長は採決に参加しません。
※原案のとおり採決することについての賛否を諮っています。（新庄市議会会議規則第７０条：可をもって諮ることを原則）

　新庄市議会では、「市民に開かれた議会」を目標に、議会が身近に感じられる取り組みを進めています。
今回は、平成２９年９月議会の報告とともに、意見交換を行います。多くの皆様の参加をお待ちしております。

第１１回議会報告会開催のお知らせ

開 催 日 会　　場 担当議員
Ａ　班
Ｂ　班
Ｃ　班
Ａ　班
Ｂ　班
Ｃ　班
Ａ　班
Ｂ　班
Ｃ　班

時　　間

１１月２０日（月）

１１月２１日（火）

１１月２２日（水）

午後６時３０分
　　　　　～８時００分
　（午後６時００分開場）

髙橋富美子（班長）、遠藤　敏信、山科　正仁、清水　清秋、佐藤　悦子、小関　　淳
叶内　恵子（班長）、小嶋　冨弥、奥山　省三、佐藤　卓也、石川　正志、森　　儀一
新田　道尋（班長）、佐藤　義一、今田　浩徳、下山　准一、星川　　豊、小野　周一

Ａ班
Ｂ班
Ｃ班

荒 小 屋 公 民 館
下 西 山 公 民 館
万 場 町 公 民 館
桧 町 公 民 館
飛 田 公 民 館
千 門 町 公 民 館
わくわく新庄「会議室」
東 山 公 民 館
福 田 公 民 館

《お願い》報告会当日は、「しんじょう市議会だより　No.138」をご持参ください。

　
９
月
８
日
の
定
例
会
初
日
に

同
意
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

新
庄
市
人
権
擁
護
委
員

　
新
庄
市
小
田
島
町
７
番
４６
号

加
藤　
岩
雄　
氏

人
事
案
件
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Ｑ
．
地
方
債
現
在
高
に
占
め
る
臨
財
債
の

割
合
が
膨
張
し
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
財
源
の
不
足
分
を
補
う
た
め
発
行
は

や
む
を
得
な
い
現
状
で
あ
る
。
な
お
、
元

利
と
も
交
付
税
措
置
さ
れ
、
相
当
額
が
基

準
財
政
需
要
額
に
算
定
さ
れ
る
。

Ｑ
．
公
営
住
宅
及
び
定
住
促
進
住
宅
の
入

居
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
．
入
居
率
は
、
市
営
住
宅
で
97
％
、
定

住
促
進
住
宅
で
65
％
で
あ
る
。

Ｑ
．
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ
．
達
成
率
は
、
28
年
度
末
で
約
30
％
で

あ
る
が
、
今
年
度
末
で
は
約
53
％
ま
で
達

す
る
と
の
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ
．
生
活
保
護
世
帯
に
お
け
る
就
労
可
能

な
世
代
へ
の
対
策
と
、
不
正
受
給
対
策

は
？

Ａ
．
例
え
ば
就
労
収
入
が
未
申
告
の
場
合
、

悪
質
な
ケ
ー
ス
と
捉
え
生
活
保
護
費
の
返

還
を
求
め
て
い
る
。
就
労
可
能
な
方
に
は
、

定
期
的
に
市
で
訪
問
し
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
若
い
方
に
は
精
神
疾
患
を
患
い
つ

つ
生
活
保
護
を
受
給
す
る
ま
で
、
医
療
機

関
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
ず
は
適
切
な
治
療
を
受
け
、
そ
の
上
で

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
収
入
等
、
最
終
的

に
は
継
続
し
た
就
労
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
．
補
助
金
の
内
容
は
。

Ａ
．
新
築
の
場
合
と
増
築
の
場
合
で
補
助

の
制
度
の
仕
組
み
が
異
な
る
。
対
象
経
費

の
う
ち
、
ど
の
程
度
補
助
の
割
合
に
な
る

か
と
い
う
と
、
限
度
額
は
あ
る
が
、
新
築

の
場
合
は
国
と
市
の
補
助
で
４
割
、
個
人

負
担
が
６
割
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
リ

フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
、
県
の
補
助
の
上
乗

せ
部
分
を
加
え
、
７
割
前
後
の
補
助
率
に

な
っ
て
く
る
。

Ｑ
．
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
利
用
状

況
と
、
青
山
学
院
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し

て
き
た
の
か
。

Ａ
．
青
山
学
院
大
学
に
は
、
学
生
の
調
査

活
動
や
中
学
校
と
の
交
流
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
交
流
で
は
、

大
学
生
と
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う

中
学
校
の
声
も
あ
る
の
で
、
機
会
を
捉
え

伝
え
て
い
き
た
い
。
東
京
で
も
、
新
庄
山

形
の
食
材
を
通
し
て
食
文
化
等
を
大
学
で

紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今

後
も
双
方
の
連
携
が
深
ま
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
．
地
域
循
環
型
堆
肥
製
造
事
業
は
、
学

校
教
育
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
き
た
の

か
伺
う
。

Ａ
．
学
校
給
食
で
は
、
残
念
な
が
ら
残
菜

が
あ
る
。
た
だ
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
循

環
型
社
会
を
構
築
す
る
上
で
、
残
菜
も
肥

料
と
し
て
活
用
し
、
ま
た
食
物
に
な
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
残
菜

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
子

供
た
ち
に
食
育
と
い
う
形
で
指
導
し
て
い

る
。

Ｑ
．
新
庄
か
む
て
ん
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
市
独
自
の
も
の
か
、
何
年
間
継

続
す
る
予
定
な
の
か
、
ま
た
年
齢
制
限
は

あ
る
の
か
。

Ａ
．
市
独
自
の
事
業
で
あ
り
、
県
の
補
助

金
を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
。
市
民
の

健
康
づ
く
り
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て
、
主
体

的
な
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
事
業
で
あ

る
。
事
業
の
期
限
は
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、

20
歳
以
上
の
全
市
民
対
象
で
実
施
し
て
い

る
。

Ｑ
．
健
診
会
場
わ
く
わ
く
新
庄
の
健
診
時

間
の
変
更
な
ど
可
能
か
。

Ａ
．
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
時
間
帯
と
健
診

の
受
付
時
間
が
重
な
っ
て
い
る
。
委
託
し

て
い
る
医
師
や
検
査
の
委
託
機
関
と
の
調

整
が
必
要
に
な
る
の
で
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
．
自
己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
成

婚
率
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
環
境

整
備
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ
．
本
来
で
あ
れ
ば
仲
人
を
務
め
る
よ
う

な
団
体
が
あ
れ
ば
一
番
良
い
の
だ
が
、
新

庄
市
に
は
な
い
。
今
現
在
は
、
き
っ
か
け

づ
く
り
に
重
き
を
置
い
た
活
動
を
進
め
て

い
る
。

Ｑ
．
県
内
外
に
認
知
さ
れ
て
き
た
が
新
た

な
顧
客
開
拓
に
向
け
た
企
画
の
進
捗
は
ど

の
様
な
結
果
だ
っ
た
の
か
。

Ａ
．
そ
ば
ま
つ
り
は
、
最
上
早
生
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
て
い
る
。
11
月
に
大
江
戸
和
宴
へ

行
く
予
定
だ
が
、
現
在
６
次
製
品
化
と
い

う
こ
と
で
最
上
早
生
を
使
っ
た
乾
麺
を
試

作
中
で
あ
る
。
今
後
も
地
域
外
の
方
の
来

場
を
求
め
て
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

市のお財布チェック！！
かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

２日間の話し合いで 賛成多数で認定２日間の話し合いで 賛成多数で認定

Ｑ
．
支
給
費
を
本
旨
か
ら
離
れ
た
目
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
あ

る
が
、
支
給
の
支
払
方
法
を
毎
月
に
変
更

で
き
な
い
か
。

Ａ
．
児
童
扶
養
手
当
は
、
手
当
の
支
給
を

通
じ
て
母
子
父
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
を
通
じ
て
、
児
童
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
い
う
の
が
法
律
上
の
趣
旨

で
あ
る
。
支
給
回
数
は
法
律
で
年
３
回
、

毎
年
４
月
８
月
１２
月
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

法
の
規
定
に
沿
っ
て
進
め
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
。

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
会
計
の
実
質
収
支
を

基
金
を
合
わ
せ
る
と
約
4
億
7
千
万
円
。

一
人
当
た
り
約
5
万
円
の
黒
字
だ
。
国
保

税
が
高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
結
果
と
し
て
決
算
で
は
剰
余
金
が
発

生
し
た
が
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
編
成

段
階
で
は
医
療
費
の
増
大
も
予
想
さ
れ
た

た
め
、
引
き
下
げ
措
置
の
実
施
は
困
難

だ
っ
た
。

Ｑ
．
要
介
護
認
定
者
に
障
害
者
控
除
認
定

証
の
発
行
数
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
山
形
市
な
ど
の
よ
う
に
、
全
員
に
発

行
し
、
介
護
の
負
担
軽
減
を
は
か
っ
て
は

ど
う
か
。

Ａ
．
実
際
の
控
除
認
定
は
主
治
医
意
見
書

に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
市
で
は
確

定
申
告
、
年
末
調
整
の
際
に
使
用
で
き
る

よ
う
11
月
頃
広
報
に
掲
載
し
市
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
他
市
の
状
況
も
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
県
内
10
市
が
口
径
別
の
料
金
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
様
な
取
組
み
を
さ
れ
た

の
か
。
本
管
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
水
道

に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
は
？

Ａ
．
本
市
で
は
普
及
率
が
28
年
度
で
９３
・

７
％
と
な
り
、
用
途
別
料
金
の
目
的
は
あ

る
程
度
達
成
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は

他
市
に
な
ら
っ
て
口
径
別
料
金
の
移
行
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
管
が
整
備
さ
れ

な
が
ら
水
道
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

は
、
ま
ず
は
家
庭
訪
問
か
ら
始
め
て
い
く
。

Ｑ
．
水
道
事
業
の
先
行
き
が
心
配
さ
れ
る

が
、
広
域
化
や
民
間
企
業
と
の
統
合
は
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
．
本
市
で
は
新
庄
最
上
地
区
水
道
協
議

会
に
お
い
て
、
新
庄
最
上
定
住
自
立
圏
協

定
に
基
づ
き
実
現
可
能
な
も
の
か
ら
共
同

化
、
管
理
の
運
営
な
ど
行
っ
て
い
く
こ
と

で
昨
年
度
か
ら
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

メ
ー
タ
ー
器
や
浄
水
場
に
お
け
る
薬
品
に

つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
は
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
共
同
購
入
を
実
施
す

る
予
定
。

【
歳
入
】

【
歳
出
】

一

般

会

計

住
宅
使
用
料

臨
時
財
政
対
策
債

生
活
保
護
事
業
費

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
推
進
事
業
費

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
費
補
助
金
（
国
・
市
）
と
浄

化
槽
整
備
促
進
事
業
費
補
助
金

（
県
）
に
つ
い
て

地
域
循
環
型
堆
肥
製
造
業
務
委
託
料

が
ん
検
診
等
委
託
料

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
費
補
助
金



５ H29.11.10

Ｑ
．
地
方
債
現
在
高
に
占
め
る
臨
財
債
の

割
合
が
膨
張
し
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
状

況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ
．
財
源
の
不
足
分
を
補
う
た
め
発
行
は

や
む
を
得
な
い
現
状
で
あ
る
。
な
お
、
元

利
と
も
交
付
税
措
置
さ
れ
、
相
当
額
が
基

準
財
政
需
要
額
に
算
定
さ
れ
る
。

Ｑ
．
公
営
住
宅
及
び
定
住
促
進
住
宅
の
入

居
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
．
入
居
率
は
、
市
営
住
宅
で
97
％
、
定

住
促
進
住
宅
で
65
％
で
あ
る
。

Ｑ
．
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ
．
達
成
率
は
、
28
年
度
末
で
約
30
％
で

あ
る
が
、
今
年
度
末
で
は
約
53
％
ま
で
達

す
る
と
の
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ
．
生
活
保
護
世
帯
に
お
け
る
就
労
可
能

な
世
代
へ
の
対
策
と
、
不
正
受
給
対
策

は
？

Ａ
．
例
え
ば
就
労
収
入
が
未
申
告
の
場
合
、

悪
質
な
ケ
ー
ス
と
捉
え
生
活
保
護
費
の
返

還
を
求
め
て
い
る
。
就
労
可
能
な
方
に
は
、

定
期
的
に
市
で
訪
問
し
、
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
若
い
方
に
は
精
神
疾
患
を
患
い
つ

つ
生
活
保
護
を
受
給
す
る
ま
で
、
医
療
機

関
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

ま
ず
は
適
切
な
治
療
を
受
け
、
そ
の
上
で

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
収
入
等
、
最
終
的

に
は
継
続
し
た
就
労
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
．
補
助
金
の
内
容
は
。

Ａ
．
新
築
の
場
合
と
増
築
の
場
合
で
補
助

の
制
度
の
仕
組
み
が
異
な
る
。
対
象
経
費

の
う
ち
、
ど
の
程
度
補
助
の
割
合
に
な
る

か
と
い
う
と
、
限
度
額
は
あ
る
が
、
新
築

の
場
合
は
国
と
市
の
補
助
で
４
割
、
個
人

負
担
が
６
割
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
リ

フ
ォ
ー
ム
の
場
合
は
、
県
の
補
助
の
上
乗

せ
部
分
を
加
え
、
７
割
前
後
の
補
助
率
に

な
っ
て
く
る
。

Ｑ
．
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
利
用
状

況
と
、
青
山
学
院
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し

て
き
た
の
か
。

Ａ
．
青
山
学
院
大
学
に
は
、
学
生
の
調
査

活
動
や
中
学
校
と
の
交
流
等
の
事
業
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
交
流
で
は
、

大
学
生
と
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う

中
学
校
の
声
も
あ
る
の
で
、
機
会
を
捉
え

伝
え
て
い
き
た
い
。
東
京
で
も
、
新
庄
山

形
の
食
材
を
通
し
て
食
文
化
等
を
大
学
で

紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今

後
も
双
方
の
連
携
が
深
ま
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
．
地
域
循
環
型
堆
肥
製
造
事
業
は
、
学

校
教
育
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
き
た
の

か
伺
う
。

Ａ
．
学
校
給
食
で
は
、
残
念
な
が
ら
残
菜

が
あ
る
。
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て
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の
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循
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型
社
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を
構
築
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で
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残
菜
も
肥
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と
し
て
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ま
た
食
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に
な
っ
て
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い
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こ
と
を
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な
が
ら
、
残
菜

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
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と
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子

供
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食
育
と
い
う
形
で
指
導
し
て
い

る
。

Ｑ
．
新
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て
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健
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レ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
市
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自
の
も
の
か
、
何
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間
継

続
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る
予
定
な
の
か
、
ま
た
年
齢
制
限
は

あ
る
の
か
。

Ａ
．
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独
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り
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の
補
助

金
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用
し
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実
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し
て
い
る
。
市
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の

健
康
づ
く
り
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
て
、
主
体

的
な
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
事
業
で
あ

る
。
事
業
の
期
限
は
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、

20
歳
以
上
の
全
市
民
対
象
で
実
施
し
て
い

る
。

Ｑ
．
健
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会
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わ
く
新
庄
の
健
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時
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ど
可
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の
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て
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よ
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な
団
体
が
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ば
一
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だ
が
、
新
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に
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今
現
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に
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を
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進
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に
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が
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な
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に
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た
企
画
の
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は
ど

の
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な
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最
上
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生
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
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て
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。
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に
大
江
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和
宴
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く
予
定
だ
が
、
現
在
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次
製
品
化
と
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う
こ
と
で
最
上
早
生
を
使
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た
乾
麺
を
試

作
中
で
あ
る
。
今
後
も
地
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外
の
方
の
来

場
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に
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Ｒ
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い
る
。

メ
ー
タ
ー
器
や
浄
水
場
に
お
け
る
薬
品
に

つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
は
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
共
同
購
入
を
実
施
す

る
予
定
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

最
上
広
域
婚
活
実
行
委
員
会
負
担
金

新
庄
そ
ば
ま
つ
り
負
担
金

児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業
費

決算特別委員会
の審査から



一
般
質
問

６H29.11.10

一 般 質 問
一般質問は、９月11日と12日の２日間、９名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

９月定例会一般質問の質問者と質問事項 

髙橋富美子
１．山屋セミナーハウスの機能強化について
２．教員の過酷勤務改善について
３．認知症予防検診と認知症簡易チェックサイト
の導入について

４．新生児聴覚検査の助成について
佐藤　悦子
１．水道料金の引き下げについて
２．人手不足解消のために
３．介護保険滞納によるペナルティーの改善につ
いて

４．地域農業の守り手を支援することについて
小嶋　冨弥
１．地域活性化について
２．学校教育について
３．南東北総体２０１７（バドミントン）大会につ

いて
４．新庄まつりについて

小関　　淳
１．市民サービスを担う職員体制の充実について
２．登録後初の新庄まつりについて
石川　正志
１．指名競争入札に係る規定の見直しについて
２．都市公園の桜の管理について
３．橋梁修繕工事に関わる迂回路について
今田　浩徳
１．農業競争力強化プログラムの推進にみる安心
安全への取組みについて

佐藤　卓也
１．インバウンド（訪日外国人）戦略について
２．資源ごみ回収について
清水　清秋
１．唯一の温泉が消えてしまう
２．八向地区公民館改築に問う
星川　　豊
１．新制度の農業委員会会長就任に当って
２．新庄市に於ける今後の安心安全で住み良い環
境作りについて

もの申す！

◎「
奥
羽
金
沢
温
泉
」
が
今
年
１２

月
末
で
閉
鎖
す
る
と
の
報
道
が
あ

っ
た
。
以
前
源
泉
を
利
用
し
て
、

近
く
の
山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の

浴
室
を
拡
充
す
る
為
、
調
査
し
た

経
緯
が
あ
る
が
、
浴
室
そ
の
他
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
教
育
長　
平
成
27
年
度

の
調
査
実
施
以
降
に
奥
羽
金
沢
温

泉
が
営
業
を
再
開
し
た
こ
と
も
あ

り
、
温
泉
活
用
を
含
め
た
総
合
的

な
施
設
の
機
能
強
化
策
を
検
討
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
入
浴
設
備
の
増
設
、
車

い
す
用
の
ス
ロ
ー
プ
や
身
障
者
用

の
ト
イ
レ
の
設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
、

快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
早
急
に
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◎
文
部
科
学
省
の
勤
務
実
態
調
査

結
果
を
ど
の
様
に
受
け
止
め
た
の

か
、
ま
た
本
市
の
教
育
現
場
の
実
態
と
改

善
に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
勤
務
実
態
調
査
結
果
で
す
が
、

教
材
準
備
や
打
ち
合
わ
せ
の
他
、
保
護
者

へ
の
対
応
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
、
部
活
動
へ
の

対
応
な
ど
か
ら
前
回
の
調
査
よ
り
教
員
の

勤
務
時
間
は
長
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
個
別
学
習
指
導

員
の
増
員
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
、
な
ど
マ
ン
パ
ワ

ー
に
よ
る
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
財
政
的
な
面
も

含
め
国
・
県
へ
の
要
望
を
強
く
行
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
学
校
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
学
校
の
教
職
員
に
寄
り
添
い
、
勤
務

の
軽
減
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

髙　橋　富美子　議員

山屋セミナーハウスの機能強化を問う

山屋セミナーハウス



一
般
質
問

７ H29.11.10

一般質問

◎
当
市
に
於
い
て
45
年
ぶ
り
に
全

国
高
校
総
体
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
が
開
催
さ
れ
た
が
総
括
と
今
後

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
伺
う
。

教
育
長　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は

本
市
の
ほ
か
、
鶴
岡
市
、
尾
花
沢

市
の
三
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

全
国
１
７
７
校
か
ら
、
選
手
・
監

督
等
１
，２
０
０
名
、観
客
数
延
べ
１
５
，

０
０
０
人
が
本
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
全
国

の
高
校
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
集

ま
る
大
会
を
見
た
こ
の
地
域
の
小
中
学
生

に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
し
た
。
本
大
会
を
契
機
に
ジ
ュ
ニ
ア

期
か
ら
競
技
力
向
上
を
図
り
、
全
国
・
世

界
で
活
躍
す
る
選
手
の
育
成
を
目
指
す
と

と
も
に
、
各
種
全
国
規
模
の
大
会
を
開
催

す
る
な
ど
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◎
新
庄
市
の
宝
で
あ
る
新
庄
ま
つ
り　
本

年
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
さ
れ

て
初
の
お
祭
り
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦

労
は
大
変
な
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
き
歓
ば
れ
る
為
に
今
年
の
評

価
と
総
括
を
聞
き
た
い
。

市
長　
８
月
２４
日
、
昼
頃
か
ら
の
土
砂
降

り
の
状
態
か
ら
山
車
行
列
に
間
に
合
わ
せ

る
か
の
よ
う
に
奇
跡
的
に
雨
が
止
ん
だ
今

年
の
新
庄
ま
つ
り
は
、
事
故
も
な
く
、
す

べ
て
の
行
事
が
滞
り
な
く
実
施
さ
れ
、
ま

た
人
出
も
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、

ユ
ネ
ス
コ
登
録
元
年
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
つ

り
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

に
お
い
て
も
、
ま
つ
り
期
間
中
、
常
に
賑

わ
い
の
あ
る
３
日
間
と
な
る
よ
う
進
め
、

ま
つ
り
の
伝
統
文
化
を
絶
や
す
こ
と
な
く

後
世
に
受
け
継
い
で
い
き
な
が
ら
新
庄
ま

つ
り
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
消
費
税
抜
き
の
県
内
１３
市
の
水

道
料
金
を
比
べ
る
と
、
３０
㎥
で
は

新
庄
市
は
第
一
位
だ
。
毎
日
洗
濯

す
る
子
育
て
世
帯
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
県
か
ら
買
う
水
代
を
下

げ
さ
せ
、水
道
料
の
引
き
下
げ
を
。

市
長　
本
市
で
は
、
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
配
慮
す

る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
２７
年
３
月
の
料
金
改
定
の
際

に
、
標
準
的
な
水
道
使
用
量
帯
で

あ
る
１１
㎥
〜
２０
㎥
ま
で
の
引
き
下

げ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
後
の
水
道
事
業
の

経
営
を
考
え
る
と
、
人
口
減
少
社

会
に
お
い
て
水
需
要
が
減
少
し
、

料
金
収
入
の
増
加
が
見
込
め
な
い

状
況
の
中
で
、
水
道
施
設
の
更
新

等
に
対
応
す
る
費
用
の
増
加
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
水
道
料
金
の
算
定
に

当
た
っ
て
は
中
長
期
的
な
視
点
か

ら
時
代
に
即
し
た
料
金
体
系
の
導

入
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

◎
地
元
で
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
い

う
高
校
生
が
い
る
が
、
本
市
の
給
付
制
奨

学
金
の
枠
が
２
人
だ
け
だ
。
こ
の
枠
を
大

幅
に
増
や
し
、
希
望
す
る
方
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

市
長　
市
で
は
、
本
年
４
月
よ
り
「
新
庄

市
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
制
度
」
を
運

用
し
て
お
り
、
６
月
に
２
名
の
修
学
生
募

集
を
行
い
ま
し
た
。
月
額
５
万
円
を
無
利

子
で
貸
与
し
、
卒
業
後
、
返
還
猶
予
期
間

１０
年
の
間
で
５
年
以
上
最
上
地
域
に
居

住
・
就
労
し
た
場
合
は
全
額
返
還
を
免
除

す
る
制
度
で
す
。
現
在
の
奨
学
金
制
度
の

枠
は
２
名
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度

は
最
上
８
市
町
村
が
協
調
し
て
運
用
し
て

い
る
制
度
で
す
の
で
、
今
後
の
拡
充
策
に

つ
い
て
は
８
市
町
村
で
協
議
を
行
い
な
が

ら
進
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小　嶋　冨　弥　議員

佐　藤　悦　子　議員

この夏、市の大きな行事について

水道３０㎥の料金、１３市中第１位
一般質問

2017南東北インターハイバドミントン大会
NHKBS全国放送決勝戦の様子
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問
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◎
市
で
は
、
正
職
員
の
ほ
か
嘱
託

職
員
、
日
々
雇
用
職
員
な
ど
の
臨

時
職
員
が
公
務
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
民
と
直
接
相
談
に
応

じ
る
よ
う
な
専
門
性
の
高
い
業
務

に
あ
る
臨
時
職
員
で
あ
っ
て
も
、

い
つ
雇
い
止
め
に
な
る
か
わ
か
ら

な
い
状
態
で
働
い
て
い
る
と
聞

く
。
よ
り
市
民
福
祉
に
貢
献
し
て

も
ら
う
た
め
に
も
臨
時
職
員
の
処

遇
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長　
処
遇
の
見
直
し
に
関
し
て

で
す
が
、
嘱
託
・
日
々
雇
用
職
員

の
報
酬
・
賃
金
に
つ
い
て
は
、
山

形
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
り
正

職
員
の
給
与
増
額
改
定
し
た
こ
と

に
伴
い
、
平
成
２７
年
度
と
平
成
２８

年
度
に
増
額
改
定
を
実
施
し
て
い

る
他
、
社
会
保
障
や
休
暇
な
ど
の

福
利
厚
生
に
つ
い
て
も
、
国
が
定

め
る
制
度
の
改
正
に
応
じ
た
改
善

を
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
業
務
を
行
う
上
で
の
法
令
遵
守
・
職

務
に
対
す
る
倫
理
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て

正
職
員
と
同
様
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
処
遇
改

善
に
努
め
、
業
務
を
分
担
・
協
力
し
な
が

ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小　関　　　淳　議員

市民福祉に、より貢献できる体制づくりを

◎
現
状
に
即
し
た
事
業
者
の
等
級

格
付
を
行
う
た
め
、
指
名
競
争
入

札
に
係
る
規
定
の
見
直
し
を
図
っ

て
は
い
か
が
か
。

市
長　
指
名
競
争
入
札
に
係
る
規

程
は
、
平
成
６
年
９
月
１
日
に
施

行
し
て
か
ら
、
平
成
２３
年
度
に
入

札
参
加
の
工
事
等
級
の
区
分
を
、

ま
た
、
平
成
２６
年
度
に
は
別
表
１

の
主
観
的
審
査
事
項
の
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
他
市
の
格
付
基
準
や

社
会
情
勢
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
に
お
い

て
も
、
入
札
制
度
の
透
明
性
を
確

保
し
な
が
ら
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
見
直
し
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
都
市
公
園
の
桜
を
次
世
代
に
継

承
し
、
長
く
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る

様
に
す
る
た
め
樹
木
医
の
診
断
に

基
づ
く
適
正
管
理
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　
都
市
公
園
の
桜
に
つ
い
て

で
す
が
、
今
年
度
は
最
上
公
園
の
桜
再
生

計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
樹
木
医
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
多
く
の
観
桜
客
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
整
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
現
在
１４
の
公
園
に
お
い
て

地
元
町
内
会
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
日
常

管
理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
に

お
い
て
も
樹
木
医
等
に
よ
る
桜
の
学
習
会

等
を
通
し
、
桜
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
共
に
、
桜
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

も
市
民
協
働
と
し
て
の
協
力
が
い
た
だ
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

石　川　正　志　議員

By Shinjo! Buy Shinjo!

一般質問一般質問

市役所内

公園の桜



一
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問
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一般質問

◎
Ｇ
Ａ
Ｐ
戦
略
の
目
標
と
具
体
的

施
策
に
対
す
る
市
の
ス
タ
ン
ス
を

伺
う
。

市
長　
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
農
業
に
お
け
る

食
品
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働
安

全
等
を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工

程
管
理
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま

す
。Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み
に
関
し
第

三
者
の
認
証
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
産
す
る
農
産
物
が
消
費
者
な
ど

に
選
択
さ
れ
や
す
く
な
る
、
消
費

者
に
対
す
る
安
全
・
安
心
を
担
保

で
き
る
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ

を
中
心
と
し
た
集
荷
団
体
や
、
県

の
施
策
と
連
携
し
な
が
ら
生
産
者

が
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
意
義
や
、

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
適
切
な
情
報
を
生
産
者
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
制
度
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
し

て
、Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
生
産
者

の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◎
２
０
２
１
年
以
降
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み

に
対
す
る
支
援
と
生
産
者
育
成
を
伺
う
。

市
長　
支
援
策
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
国

は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
２
０
３
０
年
ま
で
の

期
間
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
内
の

産
地
が
国
際
水
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
施
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
り
巻
く
状
況
は
い
ま

だ
流
動
的
で
あ
り
、
支
援
策
の
必
要
性
を

検
討
す
る
た
め
に
も
、
今
後
も
情
報
の
収

集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

生
産
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の

研
修
会
や
情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
農
業
者
が
農
業
経
営
者
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今　田　浩　徳　議員

ごみ減量化へ取り組もう！！

農業競争力強化プログラムの安心安全への取組みについて
一般質問

◎
酒
田
港
に
初
め
て
外
国
船
籍
ク

ル
ー
ズ
船
が
寄
港
し
、
沢
山
の
乗

客
や
乗
員
が
来
県
し
た
。
来
年
度

も
寄
港
予
定
が
あ
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
市
民
に
周
知
し
取
り
組
む

の
か
。

市
長　
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
が
来
年

度
も
寄
港
予
定
と
い
う
こ
と
で
、

新
庄
市
に
お
い
て
も
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
り
、
経
済
効
果
も
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
受

け
入
れ
方
法
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
県
、
最
上
地
域
８
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
観
光

誘
客
に
努
め
て
い
る
最
上
地

域
観
光
協
議
会
等
と
連
携
し

研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◎
平
成
２８
年
４
月
か
ら
最
上

全
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
新
庄
も
が
み
方
式
」
を
行

っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
周
知
を
し
、

ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
、
取
り
組
む
の
か
。

市
長　
ご
み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
昨
年
４
月
に
食
品
ト
レ
ー
リ
サ
イ
ク

ル
「
新
庄
も
が
み
方
式
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
最
上
８
市
町
村
合
同
で
取
組
む
こ

と
、
ま
た
広
域
的
な
周
知
を
継
続
的
に
行

っ
て
い
く
こ
と
で
、
安
定
的
に
事
業
を
拡

大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
よ
り
使
用
済
み
小
型
家

電
の
回
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
障
が
い
者
に
社
会
参
加
す
る

機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
社
会
的
に

も
意
義
あ
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
今
後

に
お
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐　藤　卓　也　議員



一
般
質
問

10H29.11.10

◎
我
街
か
ら
唯
一
の
天
然
温
泉
が

今
年
12
月
末
を
持
っ
て
営
業
が
停

止
す
る
。
30
年
余
り
市
民
か
ら
親

し
ま
れ
て
き
た
保
養
セ
ン
タ
ー

（
奥
羽
金
沢
温
泉
）
は
市
民
団
体

か
ら
は
存
続
の
声
が
あ
る
。
県
下

35
市
町
村
で
温
泉
が
な
い
の
は
新

庄
市
だ
け
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

状
態
は
何
と
か
し
て
く
い
止
め
、

温
泉
を
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

考
え
て
頂
き
た
い
が
市
の
想
い
は
。

市
長　
こ
の
度
、
事
業
者
よ
り
、
奥
羽
金

沢
温
泉
に
つ
い
て
本
年
１２
月
末
を

も
っ
て
閉
館
す
る
と
の
ご
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
泉
施
設
閉

館
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
の
意
向
、
今
後
の
方
向
性
を
現

段
階
で
は
確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
の
健
康
の
た
め
に
必

要
だ
と
す
れ
ば
、
議
論
を
積
み
重

ね
な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

清　水　清　秋　議員

街から、温泉がなくなる  このままでいいのか

◎
新
し
い
農
業
委
員
会
会
長
と
し

て
の
今
後
の
農
業
行
政
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

農
業
委
員
会
会
長　
昨
年
４
月
に

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
制
度

で
は
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
農
地

法
に
基
づ
く
、
許
認
可
業
務
に
加

え
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止・解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
活
動
と
成
果
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
組
織

を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
、
農
家
の
代
表
機
関
と
し
て
、

農
家
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
本
市
は
、
安
心
、
安
全
で
空
気

の
き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
と
し

て
、
高
評
価
を
受
け
て
い
る
。
良

好
な
環
境
を
守
り
、
後
世
に
残
す

為
の
対
応
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

市
長　
当
市
で
は
、
悪
臭
、
野
焼
き
、
油

漏
れ
な
ど
、
市
民
の
方
か
ら
の
相
談
へ
の

対
応
や
市
内
の
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
報
で
の
特
集
、
啓
発
チ
ラ
シ
に
よ

り
周
知
を
行
っ
て
い
る
他
、
不
法
投
棄
防

止
及
び
野
焼
き
防
止
の
広
報
活
動
や
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。実
際
の
事
案
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
再
発
防
止
に

努
め
た
り
、
地
元
の
要
請
に
基
づ
い
て
環

境
保
全
協
定
を
結
ぶ
な
ど
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お
い
て
も

環
境
保
全
を
適
切
に
行
い
な
が
ら
、安
心・

安
全
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

星　川　　　豊　議員

新制度の農業委員会会長就任に当って

一般質問

環境保全
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市政に対する市民からの要望・提案について（回答）
第１０回議会報告会の参加者からの要望・提案について、市長より回答がありましたので掲載します。

※１　宿泊先及び観覧席等の確保を含めた調整がつかず、見送った経緯がある。しかしながら、新庄まつりのＰＲのため、ＤＶＤ
　　　や公式グッズなどのセットをお礼品として取り扱いを開始している
※２　より一層の事業の周知に努める
※３　廃棄物処理法により、管理者でないものが安易に撤去できない
※４　地元の要請を踏まえて、市としても対応していきたい
※５　本市近隣に宿泊できるよう関係機関・団体と連携を深めるとともに、更なる観光素材の発掘や磨き上げの検討を行い、
　　　年間を通じての観光客・交流人口の拡大を図り、新たな宿泊施設の確保・進出につながればと考えている
※６　上乗せを行う予定はない
※７　（山屋山手線について回答）部分的な改善に努める
※８　現在調整中
※９　時間が欲しい
※１０　適切な料金設定、一層の経営改善に努める
※１１　方向性を見出していく
※１２　旧萩野小学校跡地利用検討委員会が中心となり、今後の地域における街づくりを視野に入れながらまとめている

新庄まつりの素晴らしさを伝えるために、宵まつり（宿泊込み）をふるさと納税の返
礼品の一つに加えたらいかがか。

子どもを安心して産み、育てられる充実した政策を望む。子育てしやすい環境整備に
力を入れていると自負するなら、もっとＰＲをすべきだ。

本合海地区の鶏舎建設に際して、公害等が発生した場合に対処できるよう企業側との
話し合い（協議）の場を作るための調整をしてほしい。
防災無線については、害獣発見等、注意を喚起する情報を発信できるよう、地域性
を考慮して増設してほしい。

心字池の清掃が行き届いていない。神社裏のトイレは暗くて汚い。最上公園の整備
計画はあるのか。

国道13号に沿う旧泉田橋の解体撤去計画の進捗状況はどうなっているのか。

一本柳と小泉間の旧道整備はなぜ行われないのか。20年間手つかずの状態だ。今後
の計画はどうなのかを伺いたい。
新庄は上下水道の使用料金が他の市と比べて高いのではないか。負担軽減策を考え
てもらいたい。

義務教育校全体の教室に冷房機器の設置を図るよう、お願いしたい。

旧萩野小学校跡地利用については、地元住民の意見・要望を汲み入れた跡地活用策
を検討してもらいたい。

市道横前～関屋線の道路環境整備を図ってほしい。

リフォーム補助金（県からの）に市からの助成を上乗せして便宜を図ってもらいたい。

人口減少の対策の一つに観光等による交流人口の拡大がある。新庄には日本の「歩
きたい道500選」に入るロードがあり、全国から600人が来たが、宿泊場所の確保に
苦慮した。分散していただいたが、新庄まつり誘客100万人構想もある。受け入れ態
勢をどう考えるか伺いたい。

ごみの不法投棄については、道路敷地と民有地を区別なく撤去処理してもらいたい。

ふるさと納税の返礼割合は、従来の約50％から総務省の是正勧告の30％に変更する
のか。

担 当 課 回答 備考質　問　事　項

１

２

８

９

10

11

12

13

14

15

３

４

５

６

７

総合政策課

総合政策課

都市整備課

都市整備課

都市整備課

都市整備課

都市整備課

上下水道課

教育総務課

教育総務課

子育て推進課
健康課

○
○

環境課

環境課

環境課

商工観光課

○

△

○

×

△

△

△

△

検討中

○

×

△

○

△

※２

※１

※６

※７

※８

※９

※１0

※１1

※１2

※３

※４

※５

次回の議会報告会で詳細な資料を準備します

○やっている、△やりたい、×できない



　
住
宅
で
も
自
動
車
で
も
家
電
製
品
で
も
、

個
人
と
し
て
は
、
古
く
な
っ
た
時
の
こ
と

を
考
え
て
い
る
。

　
一
度
購
入
し
た
自
動
車
が
、
自
分
が
死

ぬ
ま
で
走
り
続
け
て
く
れ
る
と
考
え
て
い

る
人
は
い
な
い
。
公
共
施
設
で
あ
る
建
物

や
道
路
や
橋
、
上
下
水
道
管
等
も
同
じ
で

あ
る
。
未
来
永
劫
使
い
続
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
新
庄
市
の
築
後
30
年
を
経
過

し
た
公
共
施
設
等
は
57
％
以
上
に
達
し
て

い
る
。
老
朽
化
し
た
施
設
等
を
再
生
す
る

に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。　

　
新
庄
市
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
そ
の
ま
ま
に

人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
。
高
齢
化
率
は

30
％
を
超
え
た
。
財
政
面
に
お
い
て
も
厳

し
い
状
況
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。
少
な
い
予
算
で
い
か
に
し

て
老
朽
化
問
題
に
対
処
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。

　
市
民
も
行
政
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
遠
い
昔
に
置
き
忘
れ
て
き
た

精
神
を
取
り
戻
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
精
神
が
甦
る
な
ら
ば
「
こ
こ
に
生
ま

れ
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
地
域
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

（
記
・
叶
内
）

※

お
詫
び
と
訂
正

　
し
ん
じ
ょ
う
市
議
会
だ
よ
り
第
１

３
６
号
13
ペ
ー
ジ
道
の
駅
基
本
構
想

策
定
事
業
の
金
額
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
（
正
）
３
８
９
万
円

あ
と
が
き

12H29.11.10

　私たちが住んでいる最上地域は、医療の仕事をしている人が少なく、その人数を増
やしていく必要があります。
　９月に医療の仕事について学ぶ学習会がありました。私は、理学療法士の話を聞き、
実際にリハビリを受けて、効果の大きさを体験しました。かん者の中には、義足の人

もいるそうです。歩くことも難しい人と一緒にリハビリ
を行い、歩くことができるようになったとき、きっと仕
事をしての喜びや、やりがいを強く感じることができる
と思いました。
　医療の仕事に就いている人は、何かきっかけがあって
その仕事に就いた人が多いそうです。私もこの学習会を
通して、医療に関する仕事に少し興味が出てきました。
このように実際に仕事を体験したり、働く人の思いを
知ったりすることで、医療に関わる仕事に就く人が増え
ていくのではないでしょうか。

未来を育む子供たち

請願は随時受け付けております。
是非、議場に足を運んでください。 12

月
定
例
会
の
予
定

１１月２２日（水）請願締切

１２月５日（火）開　　会

　　６日（水）一般質問

　　７日（木）一般質問

　　８日（金）常任委員会

　　１１日（月）常任委員会

　　１５日（金）最 終 日

環境にやさしい植物油インキを使用しています
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　　　　　　　FAX 0233－22－0989　E-maiL gikai@city.shinjo.yamagata.jp

特集

◆◆ 市議会 ◆◆
インターネット中継
ウェブサイトで検索

検 索新庄市議会　中継

「だれにでもきっかけがある」
新庄小学校６年
中島  いろは  さん




